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ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
な
ど

の
設
置
補
助
金
受
付
期
間

　
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
、
地
域
の
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
お

よ
び
普
及
を
促
進
す
る
た
め
、

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
・
ペ
レ
ッ

ト
ボ
イ
ラ
ー
の
設
置
に
対
す
る

補
助
金
の
申
請
受
付
期
間
を
延

長
し
ま
し
た
。

▼
申
請
受
付
期
限

令
和
２
年
２
月
２８
日
㈮

※
受
付
期
限
を
１
カ
月
延
長
し

ま
し
た
。

※
申
請
受
付
期
間
内
で
あ
っ
て

も
、
予
算
額
に
達
し
た
時
点

で
締
め
切
り
ま
す
。

▼
補
助
対
象

次
の
全
て
を
満
た
す
ペ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
・
ペ
レ
ッ
ト
ボ

イ
ラ
ー

○
長
野
県
内
に
事
業
所
ま
た
は

代
理
店
を
有
す
る
者
か
ら
購

入
し
た
も
の

○
飯
田
市
内
に
所
在
す
る
建
物

そ
の
他
構
造
物
に
設
置
し
た

も
の

▼
補
助
要
件

○
使
用
す
る
ペ
レ
ッ
ト
は
、
長

野
県
産
ペ
レ
ッ
ト
と
し
、
お

お
む
ね
年
間
８
０
０
㎏
を
使

用
す
る
こ
と

○
ペ
レ
ッ
ト
販
売
業
者
と
の
間

で
協
定
書
を
締
結
す
る
こ
と

○
設
置
後
４
年
間
は
購
入
明
細

を
添
付
し
た
使
用
量
の
報
告

を
す
る
こ
と

▼
設
置
対
象
期
間

令
和
元
年
７
月
１
日
〜

令
和
２
年
２
月
２８
日

▼
補
助
金
額

設
置
費
用
の
２
分
の
１

※
上
限
１０
万
円

※
申
請
方
法
な
ど
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ

環
境
モ
デ
ル
都
市
推
進
課

内
線
３
４
７
４

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

　
新
年
に
あ
た
り
、
１
年
間
の

市
民
の
安
全
・
安
心
を
願
う
行

事
で
す
。
関
係
者
を
招
い
て
の

令
和
２
年

飯
田
市
消
防
出
初
式

式
典
後
、
参
加
者
・
消
防
自
動

車
な
ど
が
市
中
を
パ
レ
ー
ド
し

ま
す
。
り
ん
ご
並
木
三
連
蔵
前

で
は
纏ま

と
い
振
り
な
ど
を
行
い
、
あ

ら
ゆ
る
災
害
に
立
ち
向
か
う

「
飯
田
消
防
」
の
勇
姿
を
披
露

し
ま
す
。

▼
日
時

令
和
２
年
１
月
１３
日
㈷

午
後
１
時
〜

※
パ
レ
ー
ド
は
午
後
３
時
頃
〜

▼
式
典
場
所　
飯
田
文
化
会
館

▼
パ
レ
ー
ド
順
路

東
和
町
錦
町
交
差
点
（
シ
ル

ク
ホ
テ
ル
南
側
）→
飯
田
駅

前
→
中
央
通
り
→
銀
座
→
通

り
町
→
り
ん
ご
並
木
三
連
蔵

　
前

▼
問
い
合
わ
せ

危
機
管
理
室　
消
防
団
係

内
線
２
４
３
９

市
営
霊
園
の
水
道
停
止

　
水
道
管
な
ど
の
凍
結
防
止
の

た
め
、
次
の
市
営
霊
園
に
つ
い

て
水
道
を
停
止
し
ま
す
。

　
お
墓
参
り
な
ど
に
お
越
し
の

際
は
、
水
を
持
参
す
る
な
ど
ご

市
営
霊
園
　
水
道
停
止

留
意
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
霊
園

桐
林
墓
地
公
園
、
矢
高
霊
園
、

柏
原
霊
園
、
西
部
霊
園

▼
停
止
期
間

１２
月
中
旬
頃
〜

令
和
２
年
３
月
中
旬
頃

※
天
候
に
よ
り
停
止
期
間
は
前

後
し
ま
す
。
詳
細
は
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ

環
境
課

内
線
５
４
６
１
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１２月3１日㈫から１月３日㈮までの間 のバスと乗合タクシーの運行は、下表のとおり
運行ダイヤが変更 となりますのでお間違えのないようお願いします。

運行事業者路 線 名

バ
　ス

乗
合
タ
ク
シ
ー

４
㈯

３
㈮

２
㈭

１/１
㈷

３１
㈫

１２/３０
㈪

全
　線
　運
　休

運 

　休

運 

　休

運 

　休

運 

　休

運 

　休

運 

　休

日
曜
ダ
イ
ヤ

日
曜
ダ
イ
ヤ

日
曜
ダ
イ
ヤ

土
曜
ダ
イ
ヤ

運
　 休

運
休

運
休

運 

　休

通
　常
　ダ
　イ
　ヤ
（
平 

日
）

市民バス循環線
広域バス駒場線
広域バス遠山郷線
市民バス大休線
広域バス阿島線
広域バス平岡線
市民バス千代線
市民バス久堅線
市民バス三穂線
竜 東 線

か ざ こ し 線
三 穂 線
川 路 線
上 市 田 線
遠 山 郷 線
上 村 線
下 栗 線
須 沢 線
上 島 線
八 重 河 内 線
平 岡 線
遠山郷高校通学支援線

日曜ダイヤ 日曜ダイヤ 日曜ダイヤ 土曜ダイヤ

土曜ダイヤ

土曜ダイヤ

土曜ダイヤ

運　　　　　休

☎０２６５‒２２‒０４８９飯田風越タクシー

☎０２６５‒２３‒６８５１朝日交通

☎０２６５‒２４‒０００５信南交通

☎０２６５‒２４‒０００５信南交通

☎０２６５‒２８‒２８２８南信州広域タクシー

☎０２６５‒２２‒０４８９飯田風越タクシー

☎０２６０‒３６‒２２０５天竜観光タクシー

☎０２６０‒３２‒２０６１遠山タクシー

☎０２６５‒２８‒２８２８南信州広域タクシー

☎０２６５‒３５‒９３３２北部タクシー

山本西部山麓線（実証運行）
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上
郷
図
書
館

新
春
お
た
の
し
み
企
画

　
上
郷
図
書
館
で
は
、
恒
例
の

新
春
企
画
を
行
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
い
つ
も
は
手
に
取
ら

な
い
本
も
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象　
中
学
生
以
上

▼
期
間

令
和
２
年

１
月
５
日
㈰
〜
３１
日
㈮

▼
場
所　
上
郷
図
書
館

▼
企
画
内
容

○
た
ま
て
ば
こ
本

ど
ん
な
本
が
入
っ
て
い
る
か

は
開
け
て
の
お
楽
し
み
…
。

た
ま
て
ば
こ
本
を
借
り
た
先

着
５０
人
に
上
郷
図
書
館
か
ら

の
お
年
玉
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

上
郷
図
書
館

☎
０
２
６
５（
５
２
）２
５
５
１

後
期
高
齢
者
医
療
の

医
療
費
通
知
の
送
付

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
つ

い
て
、
長
野
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
か
ら
医
療
費
通
知

を
送
付
し
ま
す
。

▼
通
知
送
付
対
象
者

そ
の
前
年
に
医
療
を
受
け
た

全
て
の
被
保
険
者

※
特
別
な
事
情
に
よ
り
、
送
付

し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
送
付
時
期
と
通
知
内
容

○
令
和
２
年
１
月
下
旬
送
付

前
年
１
月
か
ら
前
年
１０
月
ま

で
の
受
診
分

○
令
和
２
年
３
月
下
旬
送
付

前
年
１１
月
お
よ
び
前
年
１２
月

受
診
分

※
確
定
申
告
の
期
間
中
に
、
医

療
費
控
除
の
申
告
を
さ
れ
る

際
は
、
令
和
２
年
１
月
下
旬

に
お
送
り
す
る
医
療
費
通
知

と
併
せ
て
、
１１
月
お
よ
び
１２

月
診
療
分
の
医
療
機
関
な
ど

か
ら
の
領
収
書
を
基
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
事
務
局　
業
務
課　

給
付
係　
保
健
事
業
担
当

☎
０
２
６（
２
２
９
）５
３
２
０
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女
性
の

再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

　
長
野
県
で
は
、
再
就
職
を
希

望
す
る
女
性
の
た
め
の
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
ま
す
。
扶
養
の
範

囲
内
で
の
働
き
方
や
、
働
き
た

い
時
間
帯
で
条
件
に
合
う
仕
事

の
探
し
方
、
現
在
の
求
人
情
報
、

今
後
を
見
据
え
た
仕
事
選
び
の

ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
着
実
で
効
率

の
良
い
再
就
職
を
支
援
し
ま
す
。

▼
日
時

１２
月
２０
日
㈮

午
前
１０
時
〜
正
午

▼
場
所　
エ
ス
・
バ
ー
ド

▼
申
込
方
法

事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
託
児

無
料
の
託
児
が
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

方
は
お
申
し
込
み
の
際
に
お

伝
え
く
だ
さ
い
。
無
料
託
児

は
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

南
信
州
地
域
振
興
局

商
工
観
光
課　
就
業
支
援
員

（
原
）

☎
０
８
０（
８
４
９
２
）６
４
８
１

※
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

受
付

カ
ラ
ス
に
関
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
と
講
演
会

　
カ
ラ
ス
に
よ
る
農
作
物
被
害

を
減
ら
す
た
め
、
カ
ラ
ス
の
専

門
家
を
お
招
き
し
、
カ
ラ
ス
対

策
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
用
い
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
お
よ
び
カ
ラ

ス
の
生
態
に
つ
い
て
の
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

１２
月
２２
日
㈰

午
前
１０
時
〜
正
午

▼
場
所

市
役
所
本
庁
Ｃ
棟
３
階

Ｃ
３
１
１
〜
３
１
３
会
議
室

▼
講
師

塚
原
直
樹
さ
ん
（
株
式
会
社

C
row

Lab 

代
表
取
締
役
）

※
事
前
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

飯
田
市
鳥
獣
被
害
対
策
協
議

会
事
務
局
（
農
業
課
内
）

☎
０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
７

　
会
合
の
案
内
や
、
月
ご
と
の

カ
レ
ン
ダ
ー
、
家
計
簿
や
決
算

書
な
ど
、
暮
ら
し
の
中
で
使
え

る
成
果
品
を
仕
上
げ
ま
す
。

　
復
習
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
じ
っ
く
り
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▼
対
象

市
内
に
居
住
す
る
６０
歳
以
上

で
、
文
字
を
入
力
す
る
こ
と

が
で
き
る
程
度
の
パ
ソ
コ
ン

操
作
経
験
が
あ
る
方

▼
日
時

令
和
２
年
１
月
２０
日
㈪
か
ら

３
月
１２
日
㈭
の
原
則
毎
週
月

・
木
曜
日
（
全
１６
回
）

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

▼
場
所

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

▼
内
容

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
礎

▼
受
講
料

１
万
５
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

▼
定
員

先
着
１５
人

（
最
少
開
講
人
数
１０
人
）

▼
申
込
方
法

平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
３０
分
の
間
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
先

伊
坪
ビ
ジ
ネ
ス
株
式
会
社

☎
０
２
６
５（
２
４
）６
２
６
２

▼
申
込
締
切

令
和
２
年
１
月
１０
日
㈮

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
天
歩

１
月
の
星
空
観
望
会

▼
テ
ー
マ

満
月
・
輝
く
冬
の
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
を
さ
が
そ
う

シ
ル
バ
ー
パ
ソ
コ
ン
教
室

初
級
講
座

所
得
税
白
色
申
告
決
算

説
明
会

　
飯
田
税
務
署
で
は
、
正
し
い

帳
簿
・
記
録
に
基
づ
い
て
正
し

い
決
算
と
申
告
を
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
具
体
的
な
決
算
の
仕

方
や
収
支
内
訳
書
な
ど
の
作
成

に
つ
い
て
、
飯
田
下
伊
那
地
区

青
色
申
告
会
連
合
会
の
協
力
を

得
て
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
消
費
税
軽
減
税
率
制

度
の
実
施
に
伴
う
区
分
経
理
の

仕
方
な
ど
の
説
明
を
併
せ
て
実

施
し
ま
す
。

▼
日
時

令
和
２
年

１
月
１６
日
㈭
・
１７
日
㈮

午
後
２
時
〜
４
時

▼
場
所

飯
田
税
務
署
２
階
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ

飯
田
税
務
署

（
個
人
課
税
第
一
部
門
）

☎
０
２
６
５（
２
２
）１
１
６
７

▼
日
時

令
和
２
年
１
月
１１
日
㈯

午
後
７
時
３０
分
〜
９
時

▼
場
所

美
術
博
物
館

科
学
工
作
室
お
よ
び
屋
上

▼
定
員　
４０
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法

美
術
博
物
館
窓
口
ま
た
は
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

令
和
２
年
１
月
１０
日
㈮

※
雨
天
・
曇
天
時
は
、
中
止
ま

た
は
室
内
で
の
お
話
の
み
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
懐
中
電
灯
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
持
ち
込

み
が
で
き
ま
す
の
で
、
申
し

込
み
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

長
寿
支
援
課

内
線
５
７
５
４
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第
１
回
「
伊
那
谷
の
自
然

と
文
化
」
学
び
あ
い
講
座

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
豊
か

な
自
然
・
文
化
・
歴
史
の
上
に

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
暮

ら
し
は
、
時
に
地
震
や
豪
雨
な

ど
自
然
の
猛
威
に
よ
っ
て
脅
か

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
講
座
で
は
、
近
年
起
こ
っ
た

地
震
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
伊

那
谷
の
活
断
層
と
地
震
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

動
く
大
地
〜
伊
那
谷
の
活
断

層
と
地
震
〜

▼
日
時

令
和
２
年
１
月
１２
日
㈰

午
後
３
時
〜
４
時
３０
分

▼
場
所

　
美
術
博
物
館
講
堂

▼
講
師

村
松
武
（
美
術
博
物
館
専
門

研
究
員
）

古
代
の
お
金
を

つ
く
ろ
う
！

　
金
属
を
溶
か
し
て
鋳い

が
た型
に
流

し
込
み
、
き
れ
い
に
ヤ
ス
リ
で

磨
い
て
作
る
方
法
で
富ふ

ほ
ん
せ
ん

本
銭
や

和わ
ど
う
か
い
ち
ん

同
開
珎
を
作
り
ま
す
。
低
い

温
度
で
溶
け
る
特
殊
な
金
属
で

作
り
ま
す
の
で
、
小
学
生
か
ら

作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
多
く

の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
対
象

小
学
生
以
上

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

▼
日
時

令
和
２
年
１
月
１３
日
㈷

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時

▼
場
所

　
上
郷
考
古
博
物
館

▼
定
員　
３０
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
初
め

て
の
方
を
優
先
と
し
て
抽
選

を
行
い
ま
す
。

▼
受
講
料

　
２
０
０
円

▼
申
込
方
法

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
（
学
年
）、
電
話
番
号
、

参
加
経
験
の
有
無
を
明
記
の

上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

令
和
２
年
１
月
６
日
㈪

（
必
着
）

▼
参
加
可
否
の
連
絡

参
加
の
可
否
を
郵
送
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
令
和
２
年
１

月
１０
日
㈮
ま
で
に
連
絡
が
な

い
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

上
郷
考
古
博
物
館

☎
０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５

０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
６

kouko@iida-museum.org

初
心
者
向
け
古
文
書
講
座

　
古
文
書
の
数
字
や
名
前
の
読

み
方
な
ど
、
簡
単
な
と
こ
ろ
か

ら
始
め
ま
す
。
江
戸
時
代
の
文

書
に
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

令
和
２
年
１
月
１８
日
㈯
、

２
月
８
日
㈯
、
２２
日
㈯
、

３
月
７
日
㈯
、
１４
日
㈯

午
前
１０
時
１５
分
〜
１１
時
３０
分

▼
場
所

川
路
公
民
館
視
聴
覚
室

▼
講
師

羽は

だ田
真
也

（
歴
史
研
究
所
研
究
員
）

▼
定
員

　
１５
人

▼
申
込
方
法

事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

歴
史
研
究
所

☎
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０

美
博
の
自
然
講
座

　
日
本
固
有
種
で
あ
る
ニ
ホ
ン

イ
シ
ガ
メ
を
は
じ
め
、
ク
サ
ガ

メ
、
ウ
ン
キ
ュ
ウ
（
交
雑
種
）、

ミ
ナ
ミ
イ
シ
ガ
メ
、
ア
カ
ミ
ミ

ガ
メ
、
ス
ッ
ポ
ン
な
ど
、
日
本

本
土
に
生
息
す
る
淡
水
性
カ
メ

類
の
生
態
と
現
状
を
、
全
国
で

の
２５
年
間
の
フ
ィ
ー
ル
ド
観
察

か
ら
考
察
し
ま
す
。
ま
た
、
長

野
県
南
部
の
ニ
ホ
ン
イ
シ
ガ
メ

の
生
息
状
況
に
つ
い
て
も
紹
介

し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

日
本
の
淡
水
に
棲
む
カ
メ
類

の
生
活
史

美
博
の
文
化
講
座

　
明
治
政
府
が
成
立
す
る
と
、

伊
那
谷
に
も
政
治
変
動
の
大
き

な
波
が
押
し
寄
せ
ま
す
。
平
田

派
国
学
が
盛
ん
だ
っ
た
当
地
で

も
自
由
民
権
運
動
が
広
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。
本
講
座
で
は
こ

う
し
た
変
革
期
に
お
け
る
当
地

の
様
子
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
き
ま
す
。

▼
演
題

近
代
伊
那
の
２
つ
の
思
想
の

葛
藤

▼
日
時

令
和
２
年
１
月
２６
日
㈰

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

▼
場
所

　
美
術
博
物
館
講
堂

▼
講
師

松ま
つ
が
み上
清
志
さ
ん

（
柳
田
國
男
記
念
伊
那
民
俗

学
研
究
所
事
務
局
長
）

※
事
前
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

▼
日
時

令
和
２
年
１
月
１１
日
㈯

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

▼
場
所

　
美
術
博
物
館
講
堂

▼
講
師

前
澤
勝
典
さ
ん

（
爬は

ち
ゅ
う虫
類
研
究
家
）

※
事
前
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

※
事
前
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

内
線
３
７
５
４



月～金曜日
土曜日

８：３０～１９：００
９：００～１３：００

水道料金お客様センタ―水道料金お客様センタ―水道料金お客様センタ―
営 業 時 間

水道料金お客様センタ―
営 業 時 間

水道料金お客様センタ―
営 業 時 間

※年末年始と祝祭日を除く

☎０２６５（２１）１１３２

水道料金お客様センター
いい み ず
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人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
ワ
ッ
ペ

ン
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
募
集

　
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
実

行
委
員
会
で
は
、
２
０
２
０
年

の
フ
ェ
ス
タ
に
向
け
て
ポ
ス
タ

ー
と
ワ
ッ
ペ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
賞
金

　
２０
万
円

▼
応
募
方
法

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
案
、
ワ

ッ
ペ
ン
デ
ザ
イ
ン
案
、
提
案

書
を
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
４
版
用
紙

に
印
刷
し
、
持
参
ま
た
は
郵

送
に
よ
り
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
締
切

令
和
２
年
２
月
１４
日
㈮

（
必
着
）

▼
結
果
発
表

審
査
後
、
令
和
２
年
２
月
下

旬
に
採
否
の
通
知
を
お
送
り

し
ま
す
。
採
用
さ
れ
た
デ
ザ

イ
ン
は
令
和
２
年
４
月
に
公

表
し
ま
す
。

※
応
募
に
当
た
っ
て
は
、
い
い

だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
「
い
い
だ
人
形
劇

フ
ェ
ス
タ
２
０
２
０
ポ
ス

タ
ー
及
び
ワ
ッ
ペ
ン
デ
ザ
イ

ン
公
募
要
項
」
を
ご
一
読
く

だ
さ
い
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
５
︱
０
０
５
１

高
羽
町
５
︱
５
︱
１

い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
実

行
委
員
会
事
務
局
（
飯
田
文

化
会
館
内
）

☎
０
２
６
５（
２
３
）３
５
５
２

い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
で
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

な
ど
の
先
駆
的
で
開
拓
的
な
活

動
を
支
援
す
る
助
成
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。

▼
助
成
対
象
団
体

市
内
で
活
動
し
て
い
る
住
民

団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
、
障
が
い
者
な
ど
の
支

援
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
う

ち
、
募
金
活
動
（
街
頭
募
金

な
ど
）
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
で
き
る
団
体

※
市
内
の
特
定
の
地
域
の
み
に

限
定
し
た
活
動
を
し
て
い
る

団
体
、
過
去
に
３
回
助
成
を

受
け
た
団
体
は
対
象
外
で
す
。

▼
助
成
対
象
事
業

○
福
祉
、
ま
た
は
福
祉
に
関
連

す
る
保
健
、
医
療
、
教
育
な

ど
の
分
野
に
お
け
る
先
駆
的

で
発
展
性
の
あ
る
事
業

○
住
民
参
加
に
よ
る
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
事
業

▼
助
成
限
度
額

５
万
円

（
１
団
体
１
事
業
）

▼
申
請
方
法

交
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
持

参
に
よ
り
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田

で
入
手
、
ま
た
は
飯
田
市
社

会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
間

１２
月
１６
㈪
〜

令
和
２
年
１
月
１７
日
㈮

（
当
日
消
印
有
効
）

▼
助
成
の
決
定

申
請
書
類
を
審
査
後
、
令
和

２
年
６
月
中
に
通
知
し
ま
す
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
５
︱
０
０
２
４

東
栄
町
３
１
０
８
︱
１

さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田

飯
田
市
共
同
募
金
委
員
会
事

務
局
（
飯
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
内
）

☎
０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
２

赤
い
羽
根
共
同
募
金

助
成
事
業
の
募
集

飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

奨
学
生
募
集

　
福
祉
人
材
の
確
保
・
育
成
を

目
的
に
、
奨
学
生
を
募
集
し
ま

す
。

▼
対
象

１
年
以
上
飯
田
下
伊
那
に
居

住
し
て
い
る
方
や
、
そ
の
子
、

き
ょ
う
だ
い
な
ど
で
、
介
護

福
祉
士
、
保
健
師
、
看
護
師

を
目
指
す
大
学
生
、
短
大
生
、

専
門
学
校
生

▼
内
容

月
額
３
万
円
以
内
で
、
半
年

分
を
ま
と
め
て
貸
与
し
ま
す
。

※
連
帯
保
証
人
が
必
要
で
す
。

※
無
利
息
で
す
が
、
定
め
ら
れ

た
期
間
内
に
償
還
が
で
き
な

い
場
合
は
延
滞
利
息
が
付
き

ま
す
。

※
資
格
取
得
後
（
看
護
師
の
場

合
は
３
年
ま
た
は
４
年
の
病

院
な
ど
の
勤
務
を
経
て
）、

飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

５
年
以
上
継
続
し
て
勤
め
た

場
合
、
償
還
額
の
全
額
を
免

除
し
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
く

飯
田
下
伊
那
の
介
護
保
険
事

業
所
な
ど
に
５
年
以
上
継
続

し
て
勤
め
た
場
合
、
償
還
額

の
５
割
を
免
除
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数

　
３
人

▼
応
募
方
法

飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

窓
口
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
請
様
式
を
入
手
し
、

必
要
書
類
を
添
付
し
て
持
参

ま
た
は
郵
送
に
よ
り
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

▼
募
集
締
切

令
和
２
年
４
月
３０
日
㈭

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
５
︱
０
０
２
４

東
栄
町
３
１
０
８
︱
１

さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田

飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

総
務
課

☎
０
２
６
５（
５
３
）３
０
４
０

飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会



災害ごみの受け入れのため、
ごみの減量にご協力ください
台風１９号による災害に伴い、被災地では多くの災害ごみが
発生しており、稲葉クリーンセンターでは、県内の災害ごみの
受け入れ準備をしています。
しかしながら、稲葉クリーンセンターは、搬入される燃やす
ごみの量が多いため能力最大で処理を続けており、災害ごみ
に対応するための余力はわずかです。
少しでも多くの災害ごみを受け入れるためにも、各家庭・事

業所でのごみの分別が欠かせません。
市民の皆さん、事業所の皆さんの取り組みが被災地への
支援につながります。ごみの分別による排出量の減量にご協
力をよろしくお願いします。

ごみ減量の取り組み例

すすいで汚れが落ちるプラスチック
製の容器や包装はプラ資源とし、燃
やすごみに入れない。
食品パッケージ（紙箱）などの紙類は
できるだけ紙資源としてリサイクル！

など

■環境課 廃棄物対策係
内線５４６５

■稲葉クリーンセンター
☎０２６５（４８）６６４８

問い合わせ
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地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施

設
の
整
備
事
業
者
の
公
募

　
第
７
期
の
介
護
保
険
事
業
計

画
に
基
づ
き
、
令
和
２
年
度
に

介
護
保
険
の
施
設
を
整
備
し
、

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
計
画
が

あ
る
事
業
者
（
法
人
に
限
る
）

を
公
募
し
ま
す
。

▼
公
募
す
る
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
施
設
（
令
和
２
年
度
開

設
分
）

○
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介

護
（
９
人
定
員
、
２
施
設
）

○
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

（
２９
人
登
録
定
員
、
１
施

設
）

▼
応
募
方
法

指
定
の
建
設
計
画
調
書
１
部

を
持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
り

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
建
設
計
画
調
書
様
式
は
、
長

寿
支
援
課
窓
口
ま
た
は
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
入
手
し

て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
締
切

令
和
２
年
１
月
２８
日
㈫

（
必
着
）

▼
補
助
金
の
交
付

開
設
に
か
か
る
経
費
に
対
し
、

補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
要
件
な
ど
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
５
︱
８
５
０
１

大
久
保
町
２
５
３
４

○
長
寿
支
援
課　
介
護
保
険
係

内
線
５
７
６
１

○
長
寿
支
援
課　
長
寿
支
援
係

内
線
５
７
５
１

農
地
相
談

　
農
地
の
売
買
や
貸
し
借
り
、

農
地
の
転
用
、
遊
休
農
地
対
策
、

農
業
者
年
金
な
ど
農
地
に
関
す

る
相
談
を
、
各
地
区
担
当
の
農

業
委
員
と
農
業
委
員
会
事
務
局

職
員
が
受
け
付
け
ま
す
。

　
開
催
地
区
以
外
の
ご
相
談
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
１
月
の
農
地
法
許
可
申
請
な

ど
の
締
め
切
り
は
、
令
和
２

年
１
月
１５
日
㈬
で
す
。

▼
開
催
日
・
開
催
地
区

○
令
和
２
年
１
月
６
日
㈪　

　
龍
江
・
上
村
・
南
信
濃

○
令
和
２
年
１
月
７
日
㈫

　
下
久
堅

○
令
和
２
年
１
月
８
日
㈬

　
山
本
・
竜
丘

〇
令
和
２
年
１
月
９
日
㈭

　
伊
賀
良

▼
場
所

開
催
地
区
Ｊ
Ａ
の
各
支
所
・

事
業
所

※
下
久
堅
地
区
は
下
久
堅
自
治

振
興
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

▼
時
間

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時

※
上
村
・
南
信
濃
地
区
は
、
場

所
お
よ
び
時
間
が
異
な
り
、

予
約
が
必
要
で
す
。
事
前
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
上
村

上
村
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

午
後
３
時
〜
４
時　

○
南
信
濃

南
信
濃
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
９

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施
設



〈飯田下伊那の救急医療体制〉
　夜間は（毎日）
休日夜間急患診療所（内科・小児科）……午後７時～１０時
　休日は（日曜日・祝日・年末年始・お盆）
休日夜間急患診療所（内科・小児科）……午前９時～午後０時３０分
在宅当番医（内科・小児科・外科・産婦人科）……午前９時～午後６時 （産婦人科は正午まで）
　土曜日は（かかりつけ医）
午後休診となる医療機関が多いので、かかりつけ医が休診のときは
休日夜間テレフォンセンター （☎０２６５（２３）３６３６） へお尋ねください。

　重篤な症状の場合は
輪番制二次病院 （内科・外科） に救急搬送

●飯田市休日夜間急患診療所（飯伊地区包括医療協議会）　☎０２６５（２３）３６３６
●保健課 健康推進係　内線５５１１

令和２年1月６日～3月31日は面会制限期間となります。
インフルエンザおよび感染性胃腸炎の院内感染防止のため、
面会は家族証をお持ちの方のみに限らせていただきます。　　

※飯田・下伊那地域感染防止対策連携医療機関統一の対応となります。

病院内では家族証を着用してください。
面会時間を厳守してください。（一般病棟の面会時間 午後１時～８時）
病室での３人以上での面会やお子さんを連れての面会はご遠慮ください。
（各階のデイルームをご利用ください）
１週間以内に自身または家族に次の症状があった方の面会はお断りします。

３７℃以上の発熱

下痢せき・のどの痛み 目が充血

発疹吐き気・嘔吐
おうと

飯田市立病院から面会についてのお願い
●問い合わせ／飯田市立病院庶務課　☎０２６５（２１）１２５５ 内線２３３３

感染防止のため、マスクの着用と備え付けの手指消毒薬で
手洗いを必ず行ってください。

インフルエンザや感染性胃腸炎の発生が増加すると、地域に警報が発令されます。
その場合、一般の方の面会を制限させていただくことがあります。

面会は家族証をお持ちの方のみに限らせていただきます。　　

市立病院でのご家族の面会時の注意事項

２０１９.１２.１５［広報いいだ］7



忘年会などで宴会の席が増える時期を迎えました。長野県では、宴会での食べ残しによる食品ロスの削減を
目的として、宴会が始まった最初の３０分間と、最後の１０分間は自分の席に着いてお料理を楽しみ、食べ残さ
ないようにする「残さず食べよう！30・10運動」を実施しています。飯田市では、この理念はそのままに「食べ
きり15・15運動」として、「いいだし」を頭文字にしたスローガンに思いを込めました。

幹事さんは、宴会開始時やお開きの前に食べきりを呼びかけ、
出席される皆さんも食べ残しをしないようご協力をお願いします。

食品ロス削減のための取り組みを行ってくださるお店を
県が協力店として認定しています。
飲食店や宿泊施設で、宴会受付時にお客さまの年齢構成
や好みを確認したり、宴会で食べ残しをしないよう呼びか
けていただくほか、小売店では、少量パックによる販売、消
費期限間近な食料品の割引販売などに努めていただきま
す。食品ロスを減らすため、協力店にご登録ください。

「食べ残しを減らそう県民運動～ｅ－プロジェクト～」協力店に登録しませんか？

さんまる いちまる

いこ いこ

ただきます！野菜から、

きなり立たず、１５分は料理を味わおう、

んしょう（談笑）時間は、楽しく話そう（憩いの時間）、

ゅうりょう（終了）前の15分は、あるを尽くそう

ご協力
ください

いいだし「食べきり１５・１５運動」いいだし「食べきり１５・１５運動」いいだし「食べきり１５・１５運動」
いこ いこ

（飯田市版 「３０・１０運動」）
さんまる いちまる

★長野県は、平成２９年度の実績で、４年連続「県民１人１日あたりのごみ（一般廃棄物）の
排出量少なさランキング」で全国１位になりました。（８１７ｇ：前年度から５ｇ減少）

買い過ぎ、作り過ぎをしない。
レジ袋はもらわない。
生ごみは「よく水を切って」から捨てる。

詰め替えができる商品を選ぶ。
リユース品（中古品）を活用する。

ガラスびんやペットボトルなどの、
再資源化できるごみの分別を
徹底する。

★引き続き３Ｒ（スリーアール）の推進にご協力ください。

長野県庁資源循環推進課
☎０２６（２３５）７１８１
南信州地域振興局環境課
☎０２６５（５３）０４３４

お申し込み・お問い合わせ

▲「食べ残しを減らそう」協力店ステッカー

［広報いいだ］２０１９.１２.１５ 8



【登録用ＱＲコード】

農業情報メール をご活用ください
自然災害などにいち早く対応し被害を最小限に食い止めるため、飯田市では農業に
関する緊急情報のメール配信サービスを行っています。ぜひご利用ください。

◎農作物自然災害情報
（凍霜害、台風など）
◎農作物等被害対策情報
◎家畜防疫情報
（口蹄疫、鳥インフルエンザ、
 CSF［豚コレラ］など）

配 信 情 報

ほか

■問い合わせ
農業課　☎０２６５（２１）３２１７　内線４８１２

メール配信サービス登録方法
手順 ❶ 携帯電話またはパソコン、もしくは

ＱＲコードから、次のアドレスにメールを
送信する。 ※題名や本文の入力は不要
t- iida@sg-m.jp

手順 ❷ メールが自動返信されるので、返信されたメールに記載され
ている登録用ホームページのアドレス（ＵＲＬ）をクリックする。

手順 ❸ ガイダンスに従って利用者登録をする。（登録完了）

①携帯電話の設定でインターネットからのメールを受信拒否している場合
は、＠city.iida.nagano.jpを受信したいメールドメインに登録する。
②メール着信時の携帯端末等通信料は利用者負担。

登録上の注意

活用ください

１２月２０日㈮～
　　　 令和２年１月２０日㈪

○子育て支援課（市役所Ａ棟１階）
○行政資料コーナー（市役所Ａ棟２階）
○市民証明コーナー（りんご庁舎２階）
○各自治振興センター
（橋北・橋南・羽場・丸山・東野地区を除く）
○公民館
（飯田市公民館、橋北・橋南・羽場・丸山・
東野公民館）

※市ウェブサイトでも閲覧できます。

閲 覧 場 所

閲 覧 時 間意見の募集期間

子育ち・子育てを地域のみんなで支えあう「結いのまち飯田」
を目指し、「第二期子育て応援プラン」の策定を予定しています。
この計画（原案）に対するご意見を、次のとおり募集します。

午前８時３０分～午後５時１５分
（土・日曜日、祝日、
１２月２８日～１月５日を除く）

問 い 合 わ せ
〒３９５-００４４ 本町１丁目１５番地
飯田市地域交流センター（りんご庁舎）２階
健康福祉部 子育て支援課 子育て支援係
内線 ５３４６　　 ０２６５（５３）８８６７
　 jidou@city.iida.nagano.jp

意見の提出方法
意見書に住所、氏名（法人、その他の団体にあっては主た
る事務所の所在地、名称、代表者氏名）、電話番号を明記
の上、閲覧場所へ持参していただくか、郵送、ＦＡＸまたは
メールによりご提出ください。
※氏名などの記載がない場合は、お寄せいただいたご意見およびその意
見に対する市の考え方の公表ができない場合があります。
※お寄せいただいたご意見には、直接個別には回答しませんので、ご承知
おきください。

パブリックコメント

２０１９.１２.１５［広報いいだ］9



今
年
の
主
な
出
来
事

令
和
元
年

小中学校に空調設備を設置 （１月～１２月）
市内２８の小中学校の普通教室など
に空調設備（エアコン）を整備しました。
昨今、夏季には猛暑日が増加しており、
空調設備を整備したこと
で、児童・生徒が授業に
集中する環境を整えるこ
とができました。

エス・バード（産業振興と人材育成の拠点）開所 （１月４日）
航空機産業をはじめとする先端産業

の創出や、既存・伝統産業の高度化・高
付加価値化を実現するための施設とし
て、長野県や信州大学、南信州広域連合
などが連携し、旧飯田工業高校を活用し
て整備されました。施設内には、南信州・
飯田産業センター、信州大学南信州・飯
田サテライトキャンパス、長野県工業技
術総合センター航空機産業支援サテラ
イト、市工業課などが入所しています。

上郷公民館・自治振興センター・保健センター竣工 （３月２９日）
平成２８年度から公民館等耐震化整

備事業として建設を進めてきた、飯田市
上郷公民館・自治振興センター・保健セ
ンターが竣工しました。新しい建物内に
は、自治振興センターや会議室、講堂、
調理実習室、健診室などがあり、地域の
拠点施設として利用されています。

美術博物館開館３０周年 自然・文化展示室リニューアル （７月２０日）
開館３０周年を迎えた美術博物館が
リニューアルオープンし、新しくなった自
然・文化展示室には、時々の話題などを
紹介する「トピックコーナー」を設けま
した。また、楽しみながら理解を深めて
もらえるよう、展示にスマートフォンや
タブレットなどを活用する「デジタルコ
ンテンツ」を取り入れました。

［広報いいだ］２０１９.１２.１５ 10



リニア駅周辺整備基本設計（案）公表 （９月）
基本設計（案）では、「アクセスやバリアフリーに優れた駅前空間」

「住民や来訪者の居場所となる駅前空間」「伊那谷の風景の魅力を引き
出す駅前空間」「人のつながりと伊那谷全域へといざな
う駅前空間」「時代を先取りし、変化に対応できる駅前
空間」の５つを設計方針として、駅のシンボルとなる木製
で森のように広がる大屋根などを盛り込みました。また、
併せて概算事業費総額（９１億円）を公表しました。

飯田市総合運動場リニューアルオープン （１０月５日）
地方大会で公式記録として認定される「第２種公認陸上競技場」の公

認更新に向けて改修を行いました。トラックのウレタン舗装の改修や
フィールド部分の拡幅工事を実施し
ました。併せて、飯田市体育協会が
中心となり、競技団体や地元市民が
協力して芝生グラウンドの張り替え
も行いました。

三遠南信自動車道天龍峡ＩＣ・千代ＩＣ・龍江ＩＣ間の開通、
                  「そらさんぽ天龍峡」・「よって館天龍峡」の整備 （１１月）

天龍峡大橋を含む三遠南信自動車道天龍峡ＩＣ・千代ＩＣ・龍江ＩＣ
が１１月１７日に開通し、中央自動車道から竜東地区へ直接アクセスが
可能となりました。天龍峡大橋の車道下には、歩廊「そらさんぽ天龍
峡」を設置し、名勝天龍峡の雄大な眺めを楽しむことができるととも
に、天龍峡を徒歩で全周できるようになりました。
またこの開通に合わせ、天龍峡の見どころや自然・歴史などをプロ

ジェクションマッピングやパネルなどで紹介するガイダンス施設
「よって館天龍峡」が、天龍峡温泉交流館「ご湯っくり」の隣に１１月１０
日にプレオープンしました。天龍峡周遊の拠点として多くの方が訪れ
ています。

リニア駅イメージ

２０１９.１２.１５［広報いいだ］11



さまざまな媒体で情報発信しています。さまざまな媒体で情報発信しています。

暮らしの情報やイベント情報などを
配信しています。
全ページスマートフォン対応！

日々の出来事やイベントの告知など
写真とともに配信しています。

飯田市

フェイスブック　広報いいだ

いいだＦＭ

暮らしに便利な情報をデータ放送で配信しています。

飯田市の政策や行事などを紹介します。

市議会開会中は議会の様子を生中継で放送します。

★データ放送 「結いチャンネル」１２チャンネル１２チャンネル

市役所からのお知らせ
暮らしの情報（休日当番医、市民バス情報、
ごみ収集カレンダーなど）
緊急情報
市内イベント情報
お悔やみ

市からのお知らせをお届けします。
★広報いいだの風

さまざまなテーマで市民の声をお届けする市の企画
番組です。

★かざこし歳時記

飯田市からのお知らせを、英語・ポルトガル語・
中国語でお届けしています。

★外国語広報

地区のお知らせ
気象情報
南信州新聞社Ｎｅｗｓ  など

放送日程

★議会中継 ７１４チャンネル７１４チャンネル

★テレビ広報 ～市民のみなさんへ～
地デジ１１チャンネル（７１３チャンネル）地デジ１１チャンネル（７１３チャンネル）

放送日 放送時間（主な放送時間）

  ９：３０～
１８：３０～

１２：００～
１９：３０～

１５：００～
２２：３０～

  ９：３０～
１８：１５～

１２：００～
１９：１５～

１５：００～
２２：１５～

  ９：３０～
１８：１５～

１２：００～
２２：００～

１４：３０～
２３：４５～

月～金曜日／
７：１８～、 ８：５３～、 １２：５３～、 １７：５３～、 １８：５３～
土曜日／１１：５３～

①月～木曜日／
７：０５～７：１８ （再放送１８：４０～１８：５３）
②月～木曜日／
１２：４０～１２：５３ （再放送１７：４０～１７：５３）

土・日曜日／１８：００～１８：３０

※②１２：４０～１２：５３ （再放送１７：４０～１７：５３）は
第５週の放送はありません。

◎番組表は「いいだＦＭ」のホームページでチェック！

※画面イメージ

１２月の放送予定
「令和元年 今年の主な出来事」

１６日㈪～１８日㈬

１９日㈭・２０日㈮

２１日㈯・２２日㈰

発行・編集：飯田市 市長公室 秘書広報課／〒３９５-８５０１ 長野県飯田市大久保町２５３４  ☎０２６５（２２）４５１１  　０２６５（５３）４５１１  ●ウェブサイト https://www.city.iida.lg.jp/
飯田市の人口（１２/１現在）■人口＝１００,７８４人（前月比＋５７）男４８,４７５人／女５２,３０９人  ■世帯数＝４０,０９８世帯（前月比＋１０２）
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